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平
成
十
年
度
事
業
の
概
要

平
成
十
一
年
度
第
一

り

去
る
五
月
十
四
日
、
平
成
十
一
年
度
第
一

回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事

務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
十
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
案
。
か
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
理
事
長
が
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
ま
し
た
。

我
か
国
の
景
気
は
、
底
を
脱
し
た
と
言
わ
れ

る
も
の
の
ま
だ
ま
だ
厳
し
く
、
企
業
合
併
や
リ

ス
ト
ラ
等
が
す
す
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日

銀
も
短
期
金
利
に
対
し
極
端
な
低
金
利
政
策
を

と
り
、
こ
れ
に
伴
い
長
期
金
利
も
ま
す
ま
す
低

下
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

育
英
会
の
事
業
の
運
営
も
こ
の
影
響
を
受
け
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十

年
度
の
事
業
は
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に

よ
っ
て
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年
度
の
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
状
況

を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
先
ず
、
育
英
事
業
の
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去
る
平
成
十
一
年
五
月
十
日
、
平
成
十
一

年
度
第
一
回
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

『
第
一

回
奨
学
生
出
願
者
（
平
成
十
一
年
四

月
二
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
』
に

つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・

小
中
学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
一
九

名
、
高
校
等
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
七
O

名
（
う
ち
、
高
校
等
貸
与
奨
学
生
の
併
願
一

二
名
）
、
大
学
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
二一

名
、
合
計

二
三
一
名

（
実
質
一

一
O
名
）
の

採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生
と
併

せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平
成
十

一
年

山

回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

関
係
は
、
事
業
費
総
額
一
億
六
三

O
O万
円

を
も
っ
て
、
学
資
給
与
生
六
七
七
名
、
奨
学

金
貸
与
生

一
四
二
名
、
合
計
延
八
一
九
名
を

奨
学
生
と
し
て
お
世
話
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
生
の
数
は
前
年
度
に
比
べ
一

O
四

名
程
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
新

た
に
四
九
名
を
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
ご
遺
族
の
気
持

ち
を
考
え
ま
す
と
、
誠
に
心
が
痛
む
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
海
難
事
故
防
止
に
は
関
係
者

に
な
お

一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
募
金
の
関
係
は
、
年
間
目
標
一
億

円
に
対
し
目
標
を
上
回
る
一
億
一
二

O
O万

円
の
実
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳

し
い
諸
環
境
の
中
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
漁
協
系
統
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
は
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

六
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
通
り
で
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。
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諮
り
い
た
し
ま
す
が
、
一
億
円
を
基
本
財
産

に
繰
入
れ
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
将

来
に
備
え
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
育
英
事

業
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
財
団

の
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
年

度
は
、
二
二

O
O
万
円
余
の
交
付
を
得
て

育
英
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

。
事
業
の
概
況

一
、
学
資
給
与
事
業
H
幼
児
か
ら
高
校
等
ま

で
の
奨
学
生
六
七
七
名
に
対
し
九

一
五
一
万

円
を
給
与
し
、
小
学
校
新
入
生
九
名
に
四
五

万
円
、
中
学
校
新
入
生
四
八
名
に

一
四
四
万

円
を
入
学
記
念
品
代
と
し
て
、
ま
た
、
中
学

校
卒
業
生
五
名
に
二
五
万
円
を
卒
業
記
念
品

代
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業
H
高
校
等
在
学
生
五

O
名
に
奨
学
金
八
九
八
万
五

0
0
0円
、
一

四
名
に
入
学
一
時
金
一
四

O
万
円
を
貸
与
し

ま
し
た
。
ま
た
大
学
等
在
学
生
八
五
名
に
奨

学
金
四
九
九
五
万
円
、
一

九
名
に
入
学

一，時

金
八
五
O
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。

な
お
貸
与
金
返
還
額
は
、
高
校
等
貸
与
金

四
O
一
二
六
万
一
七
六
O
円
、
大
学
等
貸
与
金

一
六
五
六
万
三
二

O
O円
で
し
た
。

一
－
一
、
育
英
事
業
推
進
事
業

①
本
年
度
は
第
七
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
『
海
と
子
供
』
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
、
入
選
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
な
ど
本
育

『
第
四
十
九
回
浅
海
増
殖

研

究

発

表

全

国

大

会

』

聞
か
れ
る
！

去
る
六
月
三
目
、
山
口
県
下
関
市
「
海
峡

メ
ツ
セ
」
に
お
い
て
、
『
第
四
十
九
回
浅
海

増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
』
（
浅
海
増
殖
研

究
中
央
協
議
会
、
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
大
会
当
日
は
、
前
日
の
梅

雨
入
り
宣
言
通
り
の
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
会
場
に
は
全
国
か
ら
約
二
五

0
0

人
が
集
ま
り
、
生
産
技
術
の
向
上
・
消
費
拡

大
を
目
指
し
た
研
究
成
果
の
発
表
や
機
械
資

材
の
展
示
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
、

会
場
入
口
に
お
い
て
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、

妙
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守
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⑦
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
・

同
地
方
協
議
会
及
び
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議

会
等
の
協
力
を
得
て
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
広
報
、
募
金
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

命
事
業
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
海
難
遺
族
の

生
活
実
態
（
母
親
の
職
業
）
と
そ
の
背
景
に

あ
る
社
会
環
境
を
把
握
す
る
た
め
、
漁
船
海

難
遺
族
実
態
調
査
を
北
海
道
東
部
地
区
で
実

施
し
ま
し
た
。

。
寄
付
金
・
補
助
金

本
年
度
の
寄
付
金
は
一
億
一
二
三
五
万
円

余
と
目
標
額
を
上
回
り
、
厳
し
い
環
境
の
中
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
漁
協
系
統
は
じ
め
関
係

各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
前
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
財
団
か

ら
学
資
給
与
事
業
及
び
大
学
等
奨
学
金
貸
与

事
業
に
対
し
て
二
二
五
九
万
六
0
0
0円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
任
期
満
了
に
伴
い
、
評
議
員
及
び
奨

学
生
選
考
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
評
議
員
は
篠
崎
道

雄
茨
城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事

専
務
（
会
長
職
務
代
理
者
）
、
小
池
広
光
漁

船
船
主
労
務
協
会
事
務
局
長
及
び
山
口
恒
人

全
日
本
中
学
校
長
会
事
務
局
長
の
三
名
で

す
。
ま
た
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
奨
学
生

選
考
委
員
は
田
坂
亘
全
国
共
済
水
産
業
協
同

組
合
連
合
会
常
務
理
事
で
す
。

来
場
さ
れ
た
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

後
家
族
と
友
遣
の大
切
さ
後

四
月
七
日
、
私
は
も
う
中
学
生
で
す
。

あ
ん
な
に
子
供
だ
っ
た
私
も
大
人
に
ち

か
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
ら

れ
た
の
も
、
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。

二
年
生
の
時
、
私
の
大
切
な
父
が
死

ん
で
し
ま
い
、
私
は
悲
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
は
げ
ま
し
て

く
れ
た
の
が
家
族
と
友
達
で
し
た
。

友
達
は
、
悲
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
私
に
、
精
い
っ
ぱ
い
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
て
、
私
の
気
持
ち
を
明
る
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。

家
族
は
悲
し
い
時
、
は
げ
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
み
ん
な
の
気
持
ち
の
お

千
葉
県
水

産

ま
つ
り

六
月
十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）
の

二
日
間
、
千
葉
県
民
の
日
記
念
行
事
と
し
て
、

「
わ
く
わ
く
県
民
ま
つ
り
」
が
千
葉
市
・
幕

張
メ
ツ
セ
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
県
民
に
郷
土
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
県
内
の

農
林
業
・
漁
業
団
体
等
が
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。十
六
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
テ

l
マ
は
、

『
ふ
れ
あ
い

二
十
一

世
紀
ヘ
世
代
を
こ
え

て
』
。
文
字
通
り
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

沢
山
の
方
々
が
来
場
し
、
終
日
大
変
な
賑
わ

い
で
し
た
。

漁
業
団
体
は
「
水
産
ま
つ
り
」
と
題
し
て

参
加
し
、
水
産
物
等
の
展
示
販
売
、
イ
ワ
シ

の
つ
み
れ
汁
等
の
無
料
配
布
や
祭
り
ず
し
の

料
理
実
演
講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
（
千
葉
県
漁
連
・
県

内
漁
協
系
統
団
体
等
）
で
は

『漁
船
海
難
遺

兵
庫
県
豊
岡
市

港
中
学
校
一
年

手を

九

谷

奈

央

美

議 事写生紙使用

か
げ
で
私
は
、
中
学
生
に
な
れ
た
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
今
、
大
切
な
家
族
、
友

達
に
か
こ
ま
れ
て
、

す
ご
く
楽
し
い
中

学
校
生
活
を
お
く
つ
て
い
ま
す
。
私
は

父
が
死
ん
で
、
大
切
な
こ
と
が
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

羽根募金

．．． 

の

・－－

水色

－－ー

．．． 

!! の

児
育
英
募
金
』
と
し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金

魚
す
く
い
・
募
金
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
訪

れ
た
方
々
か
ら
「
水
色
の
羽
根
募
金
」
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

愛漁船海難遺児に
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戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

平成11年 7月 1日

五
月
十
三
日
、
神
奈
川
県
観
音
崎
の
「
戦

没
船
員
の
碑
」
に
て
『
第
二
十
九
回
戦
没
・

殉
職
船
員
追
悼
式
典
』
が
し
め
や
か
に
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
犠
牲

と
な
ら
れ
た
戦
没
船
員
及
び
海
難
や
労
働
災

害
に
よ
り
不
幸
に
し
て
殉
職
さ
れ
た
船
員
の

方
々
の
慰
霊
と
海
上
永
遠
の
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
ご
遺
族
と
側
日
本
殉
職
船
員
顕
彰

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
方
々
に
よ
っ

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
参

列
者
が
見
守
る
中
、
鎮
魂
の
祈
り
を
込
め
て

「
謡
曲
海
霊
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十

一
年
五
月
現
在
、
戦
没
船

員
六
万
六

O
四
人
、
殉
職
船
員
一
六
九
二
人

の
御
霊
が
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
き
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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A 
:z:i. 英育

去
る
三
月
二
十
六
日
、
東
京
・
赤

坂
の
鈴
木
事
務
所
に
て
歌
手
の
鳥
羽

一
郎
さ
ん
よ
り
育
英
資
金
と
し
て
一

二
O
O万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
烏
羽
さ
ん
が
一

九
九
六
年
か
ら
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
続
け
て
お
ら
れ
る
『
海
難
遺
児
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
漁
港
（
み
な
と
ま
ち
）

コ
ン
サ
ー
ト
』
で
集
め
ら
れ
た
募
金

で
、
こ
れ
ま
で
に
も
二
六

O
O万
円

を
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ご
厚
意
に
対
し
、
鳥
羽
さ
ん
に

は
本
会
理
事
長
鈴
木
善
幸
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
羽
さ
ん
を
は
じ
め
各
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
で
募
金
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

( 2) 

兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
供
養
祭

六
月
十

一
日
、
和
歌
山
県
高
野
山
に
あ
る

「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」
に
て

『第
二
十
四
回
合
同
供
養
祭
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
供
養
祭
は
、
県
内
の
漁
業
・
水
産
業

の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々
の
遺
業
を

顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と
も
に
、
不
慮
の

災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す
る
た
め
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
新
た
に

一
八

六
名
の
尊
霊
が
合
記
さ
れ
ま
し
た
。

供
養
祭
で
は
め
ず
ら
し
く
快
晴
と
な
っ
た

当
日
、
約
三
O
O余
名
の
参
列
者
を
迎
え
、

し
め
や
か
に
式
は
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

写
真
提
供

海
難
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
－

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

1
決
定

「
船
舶
の
点
検
・
整
備
と
航
海
用
機
器
類

の
適
正
な
使
用
」
の
テ

l
マ
の
も
と
、
海
上

保
安
庁
の
後
援
に
よ
り
、
船
日
本
海
難
防
止

協
会
と
側
海
上
保
安
協
会
が
共
催
で
一
般
公

募
い
た
し
ま
し
た
平
成
十
一
年
度
全
国
海
難

防
止
強
調
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
及
。
ひ
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
、
こ
の
ほ
ど
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

神奈川県平塚市

葛西朋幸さん

島
長

「
初
心
で
点
検
基
本
で
操
舵

ハ
イ
テ
ク
機
器
も
頼
り
は
あ
な
た
」

東
京
都
八
王
子
市
角
村
栄
司
さ
ん

『
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

l
』

。
日
本
財
団
会
長
賞

群
馬
県
碓
氷
郡
栗
原
英
也
さ
ん

。
日
本
海
難
防
止
協
会
会
長
賞

秋
田
県
横
手
市
伊
藤
孝
三
さ
ん

。
海
上
保
安
協
会
会
長
賞

福
島
県
白
河
市
田
中
弥
生
さ
ん

『
ポ
ス
タ
ー
』

一
、
一
一
般
の
部

。
日
本
財
団
会
長
賞

京
都
府
京
都
市
山
本
幹
佑
さ
ん

＠
日
本
海
難
防
止
協
会
会
長
賞

京
都
府
京
都
市
笹
原
礼
こ
さ
ん

。
海
上
保
安
協
会
会
長
賞

東
京
都
中
央
区
高
木
美
子
さ
ん

二
、
小
中
学
生
の
部

。
海
上
保
安
庁
長
官
賞

広
島
県
廿
日
市
市
平
岡
知
己
さ
ん

＠
日
本
財
団
会
長
賞

大
阪
府
河
内
長
野
市
忠
本
実
佳
子
さ
ん

＠
日
本
海
難
防
止
協
会
会
長
賞

北
海
道
札
幌
市
田
川
佳
奈
枝
さ
ん

。
海
上
保
安
協
会
会
長
賞

千
葉
県
印
西
市

鈴
木
千
夏
さ
ん
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Am

畠窓ー感
J

川
；
E
Z静
ま
憲
容
量
畠
川
；

E
t
d同

て
よ
い
か
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
の

ご
協
力
で
無
事
高
校
を
卒
業
し
大
学
へ
進
学

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
一
重
に
皆
様
方
の

絶
大
な
ご
援
助
の
賜
物
と
深
く
感
謝
致
し
ま

す
と
共
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
千
葉
県
大
一
芦
崎
恵
）

＊
早
く
も
三
年
生
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
十
月
頃
か
ら
就
職
活
動
に
入
る
こ
と
と

な
り
そ
う
で
す
。
す
ご
く
お
金
が
か
か
り
そ

う
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
も
含
め
上
手
に

や
り
く
り
し
た
い
で
す
。

（
東
京
都
大
三
沖
山
賢
吾
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業

ま
で
に
簿
記
二
級
を
取
得
し
た
い
で
す
。

（
新
潟
県
高
こ
冷
水
彩
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
将
来

は
看
護
婦
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
毎
朝
掴
凋
阻
州
官
同
ニ
也
相
官
小
昌
司
｝

羽根募金の水色!! 手をの愛漁船海難遺児

奨

学 総

生：：慾
舷i!ili!liif
議敬子
ぶ，，，，

:111:i！ぞお
F便

り

＊
私
が
一
才
の
頃
、
父
を
海
難
事
故
で
亡
く

し
、
早
十
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

幼
か
っ
た
私
は
父
親
の
顔
も
覚
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
の
問
、
祖
父
母
や
叔
父
達
に
育
て

て
頂
き
、
晴
れ
て
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
育
英
会
は
私
に
と
っ
て
大

変
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
島
県
高
一
新
家
ひ
か
り
）

＊
お
陰
様
で
無
事
大
学
を
卒
業
し
就
職
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
青
森
県
大
卒
吉
田
鶴
司
）

＊
私
は
、
柔
道
の
県
大
会
で

一
勝
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
今
度
の
大
会
で
も
一
勝
以
上

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
高
ニ
箱
石
さ
っ
き
）

＊
四
月
か
ら
修
士
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
修
論
が
忙
し
く
な
り
そ

う
で
す
。
二
年
間
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

（
山
形
県
大
学
院
佐
藤
淑
）

＊
亡
父
が
海
難
事
故
で
死
亡
致
し
ま
し
て
、

一
時
は
気
持
ち
が
動
転
し
、
先
行
き
ど
う
し
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＊
主
人
他
界
の
時
は
、
幼
か
っ
た
子
供
達
も

長
男
・
専
門
学
生
、
長
女
・
高
校
生
、
当
時
、

四
才
だ
っ
た
次
男
も
中
学
生
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
七
年
と
数
カ
月
は
、
本
当
に
夢
中

で
し
た
。
私
は
精
神
的
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り

ま
し
た
が
、
子
供
達
が
明
る
く
育
っ
て
い
て

く
れ
る
の
が
、
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
育
英

会
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

海
難
事
故
が
な
く
な
る
事
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
家
族
揃
っ
て
、
育
英

会
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
斉
蕗
富
美
子
）

＊
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
て
こ
の
十
年
間
大
変

有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
達
も
皆
社

会
人
に
な
り
、
育
英
会
に
深
く
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

り

（
北
海
道
佐
藤
祥
子
）

＊
今
日
ま
で
の
配
慮
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
息
子
も
今
ま
で
悩
み
苦
し
み
、
再
出
発

を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人
生
に
終
止
符

を
打
つ
ま
で
可
能
性
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
青
森
県
高
橋
美
津
子
）

＊
娘
が

一
才
の
時
主
人
の
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
今
年
高
三
に
進
級
す
る
こ

と
に
な
り
、
お
力
添
え
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

様
方
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
共
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
青
森
県
磯
谷
雅
子
）

＊
お
陰
様
で
娘
も
明
る
く
元
気
に
登
校
し
て

お
り
ま
す
。
も
う
高
校
三
年
目
に
な
る
の
か

と
私
自
身
の
方
が
驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。

い
つ
も
心
の
ど
こ
か
に
ピ

l
ン
と
張
っ
た
糸

の
よ
う
な
も
の
を
抱
え
て
、
毎
日
毎
日
を
無

事
に
過
ご
せ
た
事
に
感
謝
し
て
床
に
入
り
、

朝
は
、

一
日
の
無
事
を
亡
き
夫
に
手
を
合
わ

せ
、
又
、
海
で
の
従
事
者
の
人
達
の
無
事
故

も
祈
り
な
が
ら
、
今
ま
で
生
き
て
参
り
ま
し

た
。
子
供
達
が
元
気
に
明
る
く
過
ご
し
て
来

ま
し
た
事
も
育
英
会
の
お
陰
と
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

よだ会英育(3) 

（
岩
手
県
鳥
居
悦
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
六
年
間
無
欠
席
で
小
学
校
を
卒
業

し
中
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健

（
宮
城
県
漉
辺
房
子
）

＊
奨
学
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長

男
が
、
春
休
み
バ
イ
ト
を
し
て
、
初
め
て
お

金
の
有
り
難
さ
を
あ
じ
わ
い
、

お
世
話
に
な

っ
た
方
々
に
お
酒
や
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
に
少
し
だ
け
お
こ
ず
か
い
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
働
い
て
お
金
を
も
ら

う
大
切
さ
を
覚
え
た
よ
う
で
す
。

（
宮
城
県
鈴
木
み
え
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
供

達
も
小
学
校
二
年
生
、
四
年
生
と
な
り
元
気

に
学
校
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
五
月
十
八
日

に
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
と
も
徒
競

走
は

一
位

に

な

り

、

と

て

も

う

れ

し

か

っ

た

～

、

ょ
う
で
す
。
足
の
早
い
の
は
お
父
さ
ん
に
似
’
旬
、
、
、

た
よ
う
で
、
き
っ
と
空
の
上
か
ら
見
て
い
て
（

YJt示

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

」F

・
』
同
守

（
宮
城
県
小
山
祐
子
）
・
1
4
1
A
p
h
a
J

＊
長
い
間
奨
学
金
を
い
た
だ
き
き
あ
り
が
、
，
，
〆

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
男
は
今
年
の
春

中
学
校
を
卒
業
し
、
仕
事
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
高
校
に
行
っ
た
人
達
に

負
け
な
い
ぐ
ら
い
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

康
で
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
陣
取
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
岩
手
県
岡
谷
美
貴
子
）

＊
育
英
会
の
奨
学
金
が
あ
る
お
陰
で
通
学
に

助
か
っ
て
い
る
と
共
に
、
受
け
ら
れ
る
立
場

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
供
が
社
会
人
に

な
っ
た
時
に
役
立
つ
人
間
に
な
る
こ
と
が
、

一
番
の
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
岩
手
県
小
野
寺
サ
ヨ
）

＊
こ
の
春
、
息
子
が
希
望
の
高
校
に
入
学
で

き
ま
し
た
。
通
学
は
自
転
車
で
片
道
四
十
五

分
も
か
か
り
ま
す
が
、
母
も
愛
情
弁
当
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県

千
業
美
枝
子
）

＊
夫
に
先
だ
た
れ
た
当
時
、
ま
だ
六
才
・
四

才

・
六
カ
月
だ
っ
た
三
人
の
息
子
達
も
随
分

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
育
英
会
の
お
世
話
も

あ
り
、
今
で
は
、
上
の
息
子
二
人
も
社
会
人

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
末
の
息
子
は

兄
達
や
自
分
の
考
え
も
あ
り
「
大
学
ヘ
行
き

た
い
」
と
言
い
、
無
事
に
国
立
へ
推
薦
入
学

を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
学
費
を
兄
が
出

し
て
く
れ
る
と
言
う
し
、
年
金
等
と
合
わ
せ

て
資
金
の
程
は
な
ん
と
か
や
り
繰
り
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
「育
英
会
だ
よ
り
」
に
、
目
を
通
し
て

高
刷
陪
噛
品
川
リ

et↓
人
ハ
ド
ド
h
働
貝
い
＋

a
L
Jに
。

＝
－
ロ
月
二
円
口

は
高
校
の
卒
業
式
で
末
息
子
の
姿
を
お
父
さ

ん
に

一
目
見
て
貰
え
な
い
悔
し
さ
が
走
馬
灯

の
様
に
な
り
、

恥
じ
ら
い
も
な
く
泣
け
る
一

日
で
し
た
。

（
山
形
県
富
樫
君
子
）

＊
今
年
四
月
で
高
二
に
な
っ
た
長
女
！
十
一

月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヘ
修
学
旅
行
に
行
く

為
、
色
々
な
手
続
き
で
大
忙
し
で
す
。
ま
た
、

主
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
二
才
の
誕
生
日
を

迎
え
た
次
女
も
小
学
三
年
生
に
な
り
、
時
の

た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
父
と
の
想
い
出

な
ど
何

一
つ
覚
え
て
い
な
い
娘
を
不
欄
に
思

い
ま
す
が
、
と
て
も
素
直
で
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
主
人
が
私
達
の
そ

ば
に
い
て
、
見
守
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

（
福
島
県

松
本
美
栄
子
）

私一
＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
育
英
会
だ
よ
り
」
を
読
む
た
び
、

『苦
し
く

て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
私
達
家
族

だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
頑
張
ら
な
く
て
は
。
』

と
励
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
の
事
故
か
ら

も
う
五
年
た
ち
ま
す
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。
子
供
達
も
小
学
生
か

ら
高
校
生
に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
育
英

会
の
皆
様
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
福
島
県
佐
滋
孝
子
）

＊
子
供
二
人
も
無
事
進
級
し
、
元
気
で
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
主
人
は
行
方

不
明
の
た
め
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
毎
日
で

す
が
、
時
節
の
流
れ
が
心
を
い
や
し
て
く
れ

杯る
で様
すな
。気l釦

し

す

感
謝
の
気
持
ち
で

（
新
潟
県
冷
水
静
代
）

＊
三
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
息
子
は
、

大
学
で
自
分
の
進
む
道
を
決
め
て
頑
張
り
た

い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導

お
願
い
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
富
山
県
東
由
美
子
）

＊
育
英
会
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て

数
年
が
た
ち
ま
し
た
。
子
供
達
も
日
ご
と
に

成
長
し
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

（
福
井
県
村
田
幸
江
）

＊
上
の
娘
は
、
こ
の
春
、
高
校
生
に
な
り

ま
し
た
。
中
学
生
と
違
っ
て
高
校
は
勉
強

な
ど
大
変
で
す
が
、
娘
な
り
に
頑
張
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
随
分
、
い
ろ
ん
な
面
で

成
長
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生
に
な
る

た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
下
の
娘
は
中

学
二
年
生
に
な
り
、
学
年
が
上
が
っ
た
せ

い
か
、
生
意
気
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

学
校
で
は
ち
ゃ
ん
と
勉
強
を
や
っ
て
い
る

み
た
い
で
す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に

も
入
り
、
が
ん
ば
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
（
京
都
府
大
西
み
よ
子
）

｝
＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
男

J

も
中
学
生
に
な
り
、
毎
日
元
気
に
学
校
に

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
が
楽
し
い
と
言
っ

て
お
り
、
ホ
ツ
と
し
て
い
ま
す
。

（
島
根
県
村
松
淳
子
）

＊
こ
の

二
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
心
強
く
有
り
難
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
私
達
の
様
な
状
況
の
家
庭
、
が

一
軒
で
も
少
な
く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
し
、
ご
厚
情

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
島
根
県
藤
村
年
世
）

＊
お
陰
様
で
、
今
春
、
長
女
も
大
学
を
卒
業

し
、
国
試
合
格
を
し
て
晴
れ
て
理
学
療
法
士

と
し
て
勤
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

育
英
会
の
お
陰
と
母
子
共
に
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

（
山
口
県
玉
一
和
恵
）

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
息

子
も
主
人
の
夢
だ
っ
た
大
学
入
学
を
果
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
働
き
な
が
ら
勉
学
に
努
力

し
て
く
れ
る
事
と
思
い
ま
す
．

（
徳
島
県
福
園
美
チ
子
）

＊
娘
も
小
学
四
年
生
に
な
り
、
だ
い
ぶ
お
姉

さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
娘
の
笑
顔
に
私

は
支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
愛
媛
県
潰
岡
幸
子
）

＊
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

「
育
英
会
だ
よ
り
」
で
い
つ
も
生
き
る
勇
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
息
子
も
名
古
屋
か

ら
帰
り
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
は

自
動
車
学
校
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
娘
は
高

校
を
卒
業
し
ピ
カ
ピ
カ
の
社
会
人
に
、
下

の
息
子
も
こ
の
春
か
ら
は
汽
車
通
学
か
ら

バ
イ
ク
通
学
に
な
り
、
も
う
す
っ
か
り
高

校
生
で
す
。
五
月
五
日
に
は
主
人
の
七
回

忌
の
法
要
を
済
ま
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
子
供
と
共
に
カ
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
育
英
金
を
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
に
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
（
高
知
県
田
宮
美
知
）

＊
毎
月
奨
学
金
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
人
も
感
謝
に
こ
た
え

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
勉
強
に
励
ん
で
い
ま

す
。
高
校
も
あ
と
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
人
は
ま
だ
上
に
進
学
す
る
つ
も
り
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
に
ぜ
い
沢
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
福
岡
県
川
口
季
子
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
三
に

な
り
、
ま
た
大
き
く
な
っ
た
息
子
に
ジ
ャ
ー

ジ
や
通
学
靴
を
買
う
予
定
で
す
。

（
佐
賀
県
中
邑
綾
子
）

＊
皆
様
に
は
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
主
人
が
亡
く
な
り
、
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
次
女
も
高
校
二
年
と
な
り
、

お
陰
様
で
、
素
直
に
成
長
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
心
を

頂
き
ま
し
て
、
生
活
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
長
崎
県
山
崎
文
子
）

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
大
学

受
験
が
ひ
か
え
て
い
る
と
思
う
と
ち
ょ
っ
と

不
安
で
心
配
な
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
長
崎
県
松
永
好
江
）

＊
高
校
も
お
陰
様
で
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
頑
張

っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
長
崎
県

林
佳
子
）

ヰ
息
子
も
高
校
二
年
生
に
進
級
し
‘
勉

強
・
部
活
（
柔
道
部
）
に
夜
遅
く
ま
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
送
金
を
し
て
い
た
だ
き
、

子
供
を
安
心
し
て
学
校
に
行
か
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

漁船海難遺児

（
大
分
県
盛
口
敏
子
）

＊
長
い
間
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
末
っ
子
の
息
子
も
今
年
度

四
月
よ
り
福
岡
の
方
ヘ
就
職
も
決
ま
り
、

色
々
と
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
社
会
人
と
し
て
頑
張
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

羽根募金

（
熊
本
県
佐
伯
邦
子
）

＊
五
月
十
日
、
主
人
の
七
回
忌
を
む
か
え

ま
し
た
。
当
時
、
三
才
の
娘
も
小
学
四
年

生
に
な
り
、
小
学
校
五
年
生
の
長
男
も
高

校
二
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
仏
壇
の
主
人

は
と
て
も
ハ
ン
サ
ム
で
い
つ
も
笑
っ
て
私

達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

の水色

（
沖
縄
県

宜
保
初
美
）

!! 手をの

＊
新
聞
記
事
を
見
る
ま
で
、
海
難
遺
児
育

英
会
な
ん
で
あ
る
と
い
う
事
、
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
の
主
人
は
国
家
公
務
員
で

し
た
。
二
十
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

年
金
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
毎
月
の
寄
付

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
様
負
け
な
い
で
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

愛

（
北
海
道
三
村
ひ
ろ
子
）

＊
庭
の
藤
棚
の
花
も
香
っ
て
き
ま
し
た
。

蜜
蜂
が
蜜
を
吸
い
に
き
ま
す
。
ぉ

E
い
に

助
け
合
っ
て
、
支
え
あ
っ
て
生
き
て
る
ん

で
す
ね
。

（
埼
玉
県
松
本
安
裕
）

＊
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
売
り
上
げ
の
一
部
を
お
送
り
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
、
こ
う
し

て
お
力
に
な
れ
る
事
を
喜
び
と
か
え
、
明
日

の
世
の
中
、
す
べ
て
の
方
々
の
幸
せ
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。
（
千
葉
県

伺
ラ
ッ
ク
・
阿
部
裕
幸
）



第 92号

『
会
員
申
し
込
み
・
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

平成11年 7月 1日

平
成
十
一
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
聞

に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
会
員
の

ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
・
申
し
上
げ
ま

す。※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

〔三
月
〕
マ
野
々
山
均
・
継
続
（
愛
知
郡
東

郷
町
）
マ
春
田
孝
二
郎
／
朝
子
・
新
規
（
文

京
区
）
マ
仲
尾
さ
ち
子
・
新
規
（
川
西
市
）

マ
島
喜
美
子
・
新
規
（
吉
野
郡
大
淀
町
）
マ

東
美
智
子
・
新
規
（
草
津
市
）
マ
匿
名
・
継

続
（
愛
媛
県
）

〔
四
月
〕

マ
岡
本
恵
子
／
中
村
定
子
・
新
規

（
豊
中
市
）
マ
上
之
門
量
三
・
新
規
（
入
間

郡
大
井
町
）
マ
勝
野
ハ
ナ
子
・
継
続
（
調
布

市
）
マ
平
田
高
・
新
規
（
熊
本
市
）
マ
菊
地

徳
禰

・
継
続
（
北
相
馬
郡
利
根
町
）

〔
五
月
〕

マ
藤
谷
超
・
継
続
（
目
黒
区
）
マ

野
沢
実
・
新
規
（
板
橋
区）

りよだ会

の
お
礼

英

寄
付
』

育

平
成
十

一
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に
御

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々

の
御
芳
名
を
掲

げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の
漁
連
、

信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略
称
・

地

方
協
ご
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄

付
金
を
含
み
ま
す
。
）

三
一一
月
〕
。
北
海
道
マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
推
進

委
員
会
有
志

一
同
｜
第
三
十
七
回
マ
リ
ン
バ

ン
ク
推
進
委
員
会
全
道
大
会
演
芸
会
募
金
マ

釧
路
市
漁
業
後
継
者
連
絡
協
議
会
｜

「
釧
路

氷
ま
つ
り
」
募
金
マ
蹴
揚
文
男
l
見
舞
い
返

し
マ
高
谷
豊
勝
。
岩
手
県
マ
岩
手
県
林
業
水

産
部
漁
政
課
・
岩
手
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

事
務
局
・
漁
業
振
興
課
・
漁
港
課
マ
釜
石
地

方
振
興
局
水
産
部
マ
宮
古
地
方
振
興
局
水
産

部
マ
久
慈
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
岩
手
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
岩
手
県
漁
業
取
締
事
務

(4) 

所
マ
陸
前
高
田
市
役
所
水
産
課
マ
大
船
渡
市

役
所
マ
釜
石
市
役
所
水
産
課
マ
宮
古
市
役
所

水
産
課
マ
久
慈
市
役
所
林
業
水
産
課
マ
三
陸

町
役
場
水
産
振
興
課
マ
大
槌
町
役
場
水
産
商

工
課
マ
山
田
町
役
場
マ
田
老
町
役
場
土
木
水

産
課
マ
岩
泉
町
役
場
林
業
水
産
課
マ
種
市
町

役
場
水
産
商
工
課
マ
岩
手
県
漁
業
信
用
基
金

協
会
マ
岩
手
県
漁
船
保
険
組
合
マ
共
友
会
｜

（
共
済
組
合
・
共
水
連
・
共
水
社
）
マ
岩
手

県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
岩
手
県

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
附
岩
手
県

栽
培
漁
業
協
会
マ
地
方
協
。
宮
城
県
マ
宮
城

県
漁
協
婦
人
部
連
合
協
議
会
。
山
形
県
マ
佐

藤
孫
七
マ
地
方
協
。
茨
城
県
マ
地
方
協
。
神

奈
川
県
マ
地
方
協
。
新
潟
県
マ
新
潟
県
漁
港

課
マ
新
潟
県
漁
業
共
済
組
合
マ
新
潟
県
漁
業

共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
新
潟
県
漁

業
共
済
互
助
会
マ
新
潟
県
沿
岸
漁
業
振
興
開

発
協
会
マ
新
潟
県
漁
船
保
険
組
合
マ
新
潟
県

漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
柏
崎
さ
か
な
ま
つ
り

マ
岩
船
さ
か
な
ま
つ
り
マ
佐
渡
さ
か
な
ま
つ

り
マ
加
茂
湖
カ
キ
ま
つ
り
マ
新
潟
県
さ
か
な

ま
つ
り
マ
三
条
包
丁
連
マ
本
間
組
マ
中
村
敏

治
マ
西
潟
マ
赤
泊
村
寺
尾
マ
地
方
協
。
富
山

県
マ
大
西
彦
一

。
石
川
県
マ
輪
島
崎
婦
人
部

マ
宮
下
民
部
マ
林
史
子
マ
地
方
協
。
静
岡
県

マ
地
方
協
。
愛
知
県
マ
愛
知
県
の
り
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
収
益
金
。
福
井
県
マ
漁
協
婦
人
部
マ

福
井
県
水
産
加
工
組
合
マ
島
田
忍
マ
地
方
協

。
三
重
県
マ
鳥
羽
海
上
保
安
部
マ
同
海
上
保

安
部
浜
島
分
室
マ
答
志
漁
協
婦
人
部
マ
清
洋

水
産
冊
マ
田
中
全

l
香
典
返
し
マ
出
口
昭
治

受
賞
記
念
マ
村
島
豊
｜
香
典
返
し
マ
増
井
正

和
｜
香
典
返
し
マ
地
方
協
。
京
都
府
マ
本
庄

浦
漁
協
青
年
部
｜
浦
島
公
圏
媛
工
式
募
金
マ

長
崎
忠
雄
マ
宮
部
津
音
子
マ
地
方
協
＠
兵
庫

県
マ
大
西
津
直
l
香
典
返
し
。
和
敬
山
県
マ

森
伸

一
｜
香
典
返
し
マ
谷
口
秀
樹

l
快
気
祝

ぃ
。
島
根
県
マ
道
前
勝
治
｜
見
舞
い
返
し
。

岡
山
県
マ
地
方
協
。
広
島
県
マ
地
方
協
。
山

口
県
マ
室
津
漁
協
婦
人
部
マ
木
村
鴻
次
郎
マ

地
方
協
。
香
川
県
マ
中
井
重
陽
｜
香
典
返
し

。
愛
媛
県
マ
地
方
協
。
長
崎
県
マ
壱
岐
地
区

漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
マ
な
ぎ
さ
会
マ
長

崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
マ
佐
世
保
市
相

浦
漁
協
青
年
部
マ
大
久
保
フ
ジ
子
マ
中
山
良

夫
マ
地
方
協
。
大
分
県
マ
中
嶋
水
産
附
マ
伺

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
サ
ン
セ
イ
・
社
長
清
家
三

喜
男
マ
米
水
津
村
漁
業
後
継
者
マ
松
下
－
郎

。
鹿
児
島
県
マ
串
木
野
ま
ぐ
ろ
同
友
会
マ
鹿

児
島
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
鹿
児

島
県
漁
連
総
合
加
工
工
場
マ
地
方
協

〔
四
月
〕
。
北
海
道
マ
田
中
キ
ワ
｜
故
田
中

春
雄
氏
の
ご
遺
志
に
よ
り
。
茨
減
県
マ
南
部

海
区
施
網
漁
業
親
睦
会
＠
静
岡
県
マ
中
島
音

楽
事
務
所
マ
地
方
協
。
京
都
府
マ
山
口
俊
一

｜
香
典
返
し
。
大
阪
府
マ
地
方
協
。
山
口
県

マ
三
見
漁
協
婦
人
部
マ
野
波
瀬
漁
協
わ
か
な

会
マ
小
池
フ
ミ
マ
地
方
協
。
徳
島
県
マ
第
十

八
回
全
国
豊
か
な
海．
つ
く
り
大
会
徳
島
県
実

行
委
員
会
。
長
崎
県
マ
荒
木
藤
枝
マ
側
ヤ
マ

ジ
ヨ
ウ
・
宮
崎
一
利
マ
中
山
京
子
マ
有
明
町

漁
協
婦
人
部
マ
有
明
町
漁
協
青
壮
年
部
マ
有

明
が
ね
祭
実
行
委
員
会
マ
宇
久
漁
協
婦
人
部

マ
中
山
良
夫
マ
地
方
協
。
沖
縄
県
マ
地
方
協

〔
五
月
〕
。
青
森
県
マ
佐
藤
立
治
。
東
京
都

マ
式
根
島
漁
協
婦
人
部
マ

安
井
勝
利
マ
地
方
協
。
兵

庫
県
マ
三
木
武
夫

l
香
典

返
し
。
島
根
県
マ
中
島
律

子
｜
香
典
返
し
マ
板
谷
伸

彦
l
香
典
返
し
。
香
川
県

マ
佐
藤
健

l
香
典
返
し
。

福
岡
県
マ
畑
中
光
太
郎
｜

香
典
返
し
＠
長
崎
県
マ
長

崎
信
用
漁
連
上
五
島
支
所

マ
入
江
英
子
マ
中
山
良
夫

マ
森
下
征
子
マ
小
浦
正
代

マ
地
方
協
。
宮
崎
県
マ
日

向
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・

会
長
成
合
幸
雄

二
、

一
般
寄
付

〔
三
月
〕
。
北
海
道
マ
全
日

本
海
員
組
合
北
海
道
地
方

支
部
小
樽
事
務
所
募
金
箱

（
小
樽
市
）
マ
佐
々
木
薫

（
函
館
市
）

。
青
森
県
マ
大

山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
宮

城
県
マ
宮
城
県
秋
万
魚
漁

傍
通
信
協
会
｜
全
日
海
東

都

北
地
方
支
部
経
由
（
石
巻

市
）
。
埼
玉
県
マ
富
元
克

昌
（
越
谷
市
）

。
千
葉
県

マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学

校
第

五
十

九
期
生
一
同

（相
市）

マ
飯
村
久
子
（
野

田
市
）
。
東
京
都
マ
鳥
羽

一
郎

（千
代
田
区
）
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連

絡
協
議
会
（
同
）

マ
附
全
国
底
曳
網
漁
業
連

合
会
（
港
区
）
マ
岡
田
島
水
産
・

田
島
欣

一

（同）

マ
花
田
た
け
し
（
東
久
留
米
市
）
マ

匿
名
（
品
川
区）

。
神
奈
川
県
マ
横
山
む
つ

子
（
横
浜
市
旭
区）

マ
市
川
佳
子
（
同
金
沢

区
）
マ
北
里
大
学
水
産
学
部
同
窓
会
・

三
水

会
（
同
瀬
谷
区
）

マ
近
藤
富
子
（
伊
勢
原
市）

。
愛
知
県
マ
中
野
信
一

（名
古
屋
市
名
東
区
）

。
舷
阜
県
マ
田
中
喜
久
子

（
大
垣
市
）
。
京

都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）
。
大

阪
府
マ
谷
本
圭
司
（
岸
和
田
市
）
。
兵
庫
県

マ
水
倉
美
枝
子
（
神
戸
市
）
。
岡
山
県
マ
吉

田
厚
子

（笠
岡
市）

。
広
島
県
マ
笹
野
理
恵

子
（
因
島
市
）

。
山
口
県
マ
附
柳
井
魚
市
場

（柳
井
市
）
。
長
陽
県
マ
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
長
崎
県
連
盟
平
戸
第

一
回
ビ
ー
バ
ー
隊

ー
平
戸
海
上
保
安
署
経
由
（
平
戸
市
）
。
鹿

児
島
県
マ
冨
元
明

（鹿
児
島
市
）

〔
四
月
］
。
北
海
道
マ
三
村
ひ
ろ
子

（
札
幌

市
豊
平
区
）
。
車
阿
蘇
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸

市
）
。
崎
玉
県
マ
冨
元
克
昌

（
越
谷
市
）
。

千
葉
県
マ
嗣
ラ
ッ
ク
・
代
表
取
締
役
阿
部
裕

幸

（習
志
野
市
）
マ
牧
野
弁
三

（松
戸
市）

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
。
東
京
都
マ
全
国

ニ
チ
ロ
会
（
中
央
区
）
マ
梶
浦
富
子
（
杉
並

区）

マ
阪
井
光
平
（
江
戸
川
区
）
マ
生
田
目

弥
寿
（
調
布
市）

マ
匿
名
（
品
川
区）

＠
神

奈
川
県
マ
都
倉
栄
一二

（川
崎
市
宮
前
区
）
マ

佐
伯
克
仁

・
友
子

（
足
柄
下
郡
湯
河
原
町）

。
愛
知
県
マ
中
野
信
一
（
名
古
屋
市
名
東
区
）

。
三
重
県
マ
宮
原
九

一
l
香
典
返
し
（
津
市
）

。
京
都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

。
兵
庫
県
マ
水
倉
美
枝
子
（神
戸
市
東
灘
区）

。岡山県マ吉田厚子（笠岡市）。鹿児一

島県マ冨元明（鹿児島市）一明

［五月〕。青森県マ大山チセ（八戸市）｝紙

。茨城県マ高津日出夫・清子（つくば一唯

市）。埼玉県マ冨元克昌（越谷市）＠一什F
千葉県マ丹羽昭彦（千葉市）マ石井宏山nww
（船橋市）マ高橋圭介（同）マ飯村久7・4
子（野田市）マ匿名（館山市）。東京

都マソフト・オン・デマンド附・代表

取締役平田恵介（中野区）マ指幸子

（板橋区）マ石崎三輪子（同）マ亀田

静枝（町田市）マ匿名（品川区）＠愛

知県マ中野信一（名古屋市名東区）＠

兵庫県マ五弓徽（伊丹市）。岡山県マ

吉田厚子（笠岡市）。鹿児島県マ冨元

明（鹿児島市）

給リ奨学生 貸与奨学 生 平成11年度第I回採用者

才， 幼児 小＇1':1: 中学!t.
高校生

小 it高校生 大学生 小計 合計 幼児 小学生 中学生 高等給校生与 等高校貸生与
大学生
合計

帯 等 4宇 等

北海道 5 21 25 39 90 10 10 20 110 JO 2 2 15 

w 森 2 3 8 2l 37 5 9 46 8 2 2 13 

高‘“ 手 8 9 18 36 2 8 10 46 2 4 2 9 

目 城 12 14 20 47 3 2 5 52 6 10 

f大 IU 2 3 4 

山 背三 2 2 

銅 お 6 4 12 23 2 2 25 4 4 

事； 域 2 2 

千 』店 3 3 3 10 10 

1li J;( 2 3 2 5 2 

神奈川 2 3 2 2 5 

新 2 3 2 2 5 

t, 111 

石 Ill 3 7 11 3 4 15 

静 附 4 4 4 13 13 

霊 担l 3 4 8 9 2 2 

高｛ ,JI 5 3 8 2 10 

叩i 3 5 9 IO 

京 都 2 2 

大 阪 2 2 2 

w 6 6 12 24 2 3 27 5 6 

和歌 111 3 8 3 14 14 

JI¥( 2 2 6 2 2 8 

！古 縦 2 7 3 4 16 17 2 3 

附 111 4 4 5 

lζ 向 2 3 4 2 3 

Ill 口 7 9 8 24 5 6 30 2 5 

香 Ill 3 6 2 8 2 3 

能 よ占 2 3 5 3 3 8 2 2 

霊 妓 2 3 6 3 5 8 14 3 

!¥ 珂l 8 5 8 22 2 3 25 

相 ！珂 3 6 IO 3 3 13 2 3 

制岡県有明海

佐賀県玄海

佐賀県有明海 2 4 5 

長 崎 3 12 14 11 40 6 7 47 2 4 5 11 

大 分 4 11 9 25 2 3 5 30 3 4 

熊 本 3 3 8 9 

白 時 5 5 II 21 5 4 9 30 2 4 

鹿児島 6 8 9 23 3 5 8 31 4 6 

？中 純 4 2 2 8 2 10 3 

合 昔l 22 135 172 252 581 52 75 127 708 7 6 6 70 12 21 122 

（平成11年6月末現在）
数生学奨EU 県府道

の羽根募金水色!! 手をの愛漁船海難遺児

期奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

端平成II年度第l悶採用者は内数であるの




